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SRP テクニカルスキルを向上しよう！ 
シャープニング（スケーラー番号別シャープニングのコツ） 

グ レ ー シ ー キ ュ レ ッ ト の 特 徴  

カ ッ テ ィ ン グ エ ッ ジ が 第 ⼀ シ ャ ン ク に 対 し て （     ） °の ⾓ 度 で つ い て い る  

辺縁⻭⾁からカッティングエッジを挿⼊させるときに、⻭⾯とカッティングエッジが（    ）°に近い⽅が⻭周組織を

傷つけない。第⼀シャンクに対し（       ）°の⾓度であれば、第⼀シャンクを少し傾けることによって⻭⾯への

⾓度を（     ）°に近づけることができる 

⻭⽯除去時に術者にパワーを最⼤限に活かすことができ、しかも⻭根⾯を傷つけない作業⾓度は（      ）°前後で

あるため、第⼀シャンクを⻭⽯除去する⻭⾯と平⾏にすれば、理想的な作業⾓度になる 

 

カ ッ テ ィ ン グ エ ッ ジ が （            ） だ け に つ い て い る  

（         ）であることにより、⻭⾁縁下での作業時に周囲組織を傷つけず⻭根⾯だけにカッティングエッジを

当てることが可能 

 

刃 部 （ ブ レ ー ド ） が （              ） し て い る  

この（             ）は、⻭根⾯の（            ）にカッティングエッジをフィットさせや

すく、⻭質や⻭周組織へのダメージを最⼩限にとどめたいという意図がある 

キ ュ レ ッ ト の 名 称  
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シ ャ ー プ ニ ン グ の ２ つ の ゴ ー ル  

シャープニングには 2 つのゴールがあります。第⼀にカッティングエッジをシャープに、第⼆にスケーラーの形態を維持することで

この 2 つのゴールに⾄るまでには、単にシャープニングをすればいいわけではありません。テスティングに始まり、途中で切れ味の

確認をするなど、いくつかのステップを経てゴールを⽬指していきます。 

シ ャ ー プ ニ ン グ に よ っ て 得 ら れ る 主 な 効 果  

n 時間の節約：切れ味の良いスケーラーを使⽤することで、効率の良い⻭⽯除去ができる。それは患者さんへの負担を減らすと同

時に私たち術者⾃⾝の疲労を軽減できる。 

n 探知⼒を上げる：⻭⽯の有無、根⾯の形態など直視できないポケットの情報をスケーラーを通して⾔っ⿐先で感じることができ

る。シャープニングを的確に⾏うことで探知⼒がアップする。 

テ ス テ ィ ン グ  

シャープニングにおいて切れ味の確認はとても重要です。シャープニングを⾏う際は、そのスケーラーはシャープニングの必要があ

るのかどうか、どの程度シャープニングしなければならないのかをまずは確認します。シャープニングの途中に⾏う確認は、シャー

プニングのしすぎやシャープニングを防ぐものです。テスティングには、ホワイトラインを確認す法と、テストスティックを⽤いる

⽅法があります。 

テ ス ト ス テ ィ ッ ク で 確 認  

① 第⼀シャンク（ターミナルシャンク）をテストスティックと平⾏にする 

② ブレードを噛み込ませる 

③ 引っかかっていればピンッと⼩さな⾳がする 

※滑る感じがあれば研げていない・上下に動かすとスティックが消耗してしまう 

シ ャ ー プ ニ ン グ を失敗し な い ポ イ ン ト  

l スケーラーの構造を理解しているか？ 

l シャープなエッジとそうでないエッジの違いが分かるか？ 

l ブレード先端付近だけでなく側⾯全体を研磨すれば尖らない 

l ブレードの構造に従い、研磨⾯は曲⾯でなく、直線状に 

l ストーンのあてる⾓度はピースサインで⼀定に 

l 奇数偶数番号でコツがある 

ス ト ー ン と ス ケ ー ラ ー の 持 ち ⽅・位置決め （ ⾓ 度 ）  
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シ ャ ー プ ニ ン グ  

① スケーラーの砥ぐエッジを確認。 

② 奇数番号→トゥが（        ）側、 偶数番号→トゥが（         ）側 

③ スケーラーを左⼿に持ち、砥ぐエッジを右側に向ける。親指を⽴てて押さえるようにしっかりと持つ。 

④ （        ）を床と平⾏にする。 

⑤ （#11/12・#13/14では第⼀シャンクを基準に考える） 

⑥ 砥⽯を右⼿に持ちエッジに沿わせる。脇を締めて動かさないように固定する 

⑦ 砥⽯を（     ）°の⾓度に傾けシャンク側に沿わせる。 

⑧ （#11/12・#13/14では第⼀シャンクを基準に考える） 

⑨ ⾓度そのままで（     ）㎝程度の幅で（        ）運動させる。 

⑩ 必ず（          ）のストロークで終わる事 

⑪ エッジの形に合わせて（          ）からトゥに向けて動かす 

⑫ （         ）のシャープニング 

シ ャ ー プ ニ ン グ の動画  

シ ャ ー プ ニ ン グ の基本  

 

 

 

イ ン スツル メ ン ト の シ ャ ー プ さ の 確 認  

 

 

 

グ レ ー シ ー キ ュ レ ッ ト の シ ャ ー プ ニ ン グ ⽅ 法  

 

 

 

効 果 的 な シ ャ ー プ ニ ン グ の秘訣  
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SRP（エッジの使い⽅・ポジショニング・レスト・各部位に対しての操作⽅法） 

グ レ ー シ ー キ ュ レ ッ ト の遠⼼⽤・近⼼⽤ の 使 い分け を覚えよ う！  

使⽤する器具の⽤途を正確に知ることは、操作のスピードアップにつながります。器具の役割を正しく把握しましょう。 

 
 

 

 

遠⼼⽤（ブルー）・近⼼⽤（オレンジ） 

 

正しいポジションを知ることによって、効率的・効果的な⻭⽯除去を⾏うことができます。術者の負担がかかりにくくなります。 

前 ⻭ 部 ：８〜９時 の ポ ジ ション で処置を ⾏ う ⻭ ⾯ は？  

  
 

 

 

 



 
☆BRILLIA☆  

 

 

 

5 

前 ⻭ 部 ： 11〜１時 の ポ ジ ション で処置を ⾏ う ⻭ ⾯ は？  

  

⾅⻭ 部 ：９時 の ポ ジ ション で処置を ⾏ う ⻭ ⾯ は？ 10〜 11 時 の ポ ジ ション で処置を ⾏ う ⻭ ⾯ は？  
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ス ケ ー ラ ー の動か し ⽅  

指先＜⼿⾸関節＜前腕＜上腕 

 

ス ケ ー ラ ー の正し い ⾓ 度  

第⼀シャンクを⻭⾯に対して平⾏にすれば、エッジは確実に⻭⽯を捉えます。 
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カ ッ テ ィ ン グ エ ッ ジ の適合  

カッティングエッジの先端 1/3を常に⻭⾯に当てる 

 

 

 

 

ス ケ ー ラ ー の操作 ⾓ 度  

グレーシーキュレットは第⼀シャンクに対してブレード

が 70度になっているので、第⼀シャンクをインスツル

メンテーションする⾯に平⾏にすると、カッティングエ

ッジが⻭⾯に適切な⾓度で当たっていることになる。⻭

⾁縁下の処置ではカッティングエッジを直視できないの

で、第⼀シャンクを指標にする。 

側⽅圧のコン トロー ル  

⻭⽯除去が⽬的のインスツルメンテーションで

は、強〜中程度の側⽅圧を⽤い、⻭⽯が除去さ

れるにつれて弱い側⽅圧にしていく。 

⻭⽯が沈着している部位を弱い側⽅圧でインス

ツルメンテーションすると、⻭⽯を研磨して(バ

ーニッシュ)取り残しの原因になる。また、過度

の側⽅圧は根⾯を削 

り過ぎるので(オーバーインスツルメンテーショ

ン)注意しなくてはならない。 

 

レ ス ト  

⼿⾸前腕運動ができる「安定した⽀点」で、ブレー

ドがインスツルメンテーションする⾯に対し 70度で

当たる「適切な作業⾓度」が得られるところにレス

トをとる。 

⼝腔内レスト：薬指と中指をそろえて置く。 

⼝腔外レスト：⼝腔内レストで適切な操作ができな

い部位に適⽤。⼿のひらが下向き(患者さん側向き)の

レストをパームダウン、上を向いている時のレスト

をパームアップという。 

作業部位に近いところで⼝腔内レストを置くのが理

想的。しかし、症例に応じ⼝腔外や対合⻭列上レス

トを⽤いる。このとき、⽀点と作業点が離れて不安

定になりやすいので左⼿で補強し安定したレストを

確保することがあり、ミラーが持てないので直視し

なければならない。 
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ポ ジ ショニ ン グ  
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ポジショニング 

⾃分の い つ も の ポ ジ ショニ ン グ を 確 認 し て み よ う！  

 

①術者の場所 ②患者頭部の左右の動き ③患者頭部の前後の動き ④下顎の開閉 ⑤患者全⾝の上下の動き 
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こ れ か ら や っ て み た い と思う ポ ジ ショニ ン グ を記録し て み よ う！  

 

①術者の場所 ②患者頭部の左右の動き ③患者頭部の前後の動き ④下顎の開閉 ⑤患者全⾝の上下の動き 
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SRP テ ク ニ ッ ク動画  

⽇本⻭ 周病学会ス ケ ーリン グ （SRP）  

 

ス ケ ー ラ ー の把持 ⽅ 法 と 挿 ⼊ ⽅ 法  

 

ス ケ ー ラ ー の動か し ⽅  

 

ス ケ ー ラ ー の 刃 先 を⼯夫し よ う  

 

ス ケ ーリン グ・ル ー ト プ レ ー ニ ン グ の姿勢  

 

全顎部位別ス ケ ー ラ ー の操作 ⽅ 法  

 

SRP ワ ン ポ イ ン ト テ ク ニ ッ ク  
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使 ⽤原則  

適切 な カ ッ テ ィ ン グ エ ッ ジ を 確 認 す る  

内⾯から⾒て⼤きくカーブしている⽅、あるいは第⼀シャンクを床⾯に垂直にして、トゥから

⾒た時に下がっている⽅がカッティングエッジ。カッティングエッジを根⾯に正しく当てる

と、ひっかかる（根⾯をかむ）感じがわかる。逆だと滑る。 

執筆状変法 で把持 す る  

強い側⽅圧が必要であるので、操作時に器具が安定していることが重要 

誤った持ち⽅は、⾮能率的で⼿指の疲労につながる。 

固定点を と る  

効果的に側⽅圧を加えるために固定点をとる。⽋損⻭が多い、開⼝度が⼩さい場合もあるので、何通りかの固定点のアプローチをマ

スターしておくと良い。 

⼝腔内固定：術⻭または隣在⻭・術⻭と反対側の⻭・対合⻭固定・フィンガーオンフィンガー 

⼝腔外固定 

⻭ ⾁ 縁 下 へ 挿 ⼊ す る  

⻭⾁を傷つけたり、ポケットの⼊り⼝を押し広げたり

しないよう注意。キュレットの内⾯と根⾯を向かい合

わせるようにしてポケット底まで⼊れる。⼒を⼊れ

ず、探索ストロークで⻭⽯を探索しながらゆっくり進

めていく。 

ス ケ ーリン グ ス トロー ク  

キュレットがポケット底に達したら、第⼀シャンクと⻭軸を平⾏にする。カッティングエッ

ジをしっかり⻭⽯の底部にかませ、無⾃覚⼒強いストロークで引き上げる。ブレードの 3分

の 1 を使⽤する。 

ル ー ト プ レ ー ニ ン グ ス トロー ク  

徐々に⻭⽯の量が減ってきたら、軽い側⽅圧で⻑く重複したストロークにする。むやみに強

い側⽅圧を繰り返し⾏うと根⾯を必要以上に削ってしまうので、側⽅圧を加減する。縁下⻭

⽯は、少量であっても縁上⻭⽯よりも硬いことが多く、沈着している部分によってはストロークの⽅向や⻑さも制限されてしまう。 
l 「線」を集めて「⾯」に 
スケーリングストロークで縁下から⻭⽯の塊がゴロッと取れても、根⾯にはまだまだ細かな⻭⽯が残っている可能性がある。きれい

に仕上げるためにルートプレーニングストロークを⾏う。 
l スケーラーの操作は⻭⾁縁下で 
スケーラーの操作は常にポケット内で⾏う。1回のストロークごとにブレードをポケットの外に出して挿⼊し直すのは⾮効率的。⻭⾁

を傷つける危険性も増す。 
l 補綴物への注意 
メタルボンドやポーセレン、レジン系の補綴物に直接カッティングエッジが触れると、傷が出来たり⿊い筋がついてしまうことがあ

るので慎重に。 

ス ケ ーリン グ・ル ー ト プ レ ー ニ ン グ の終了基準  

⼿指に伝わる感覚：スケーラーの刃先から伝わる触感で徐々に変化していく⻭⽯の量を判断。側⽅圧を加減しながら根⾯のざらつき

がなくなるのを⽬安に仕上げる。 

ポケット内から出て来る⻭⽯や⾎液の変化を⾒る：はじめはドロッとしたやや⾚⿊い⾎液と共に、⼤⼩さまざまな⻭⽯や⾁芽などが

出て来る。操作完了に近づくにつれて、⻭⽯の⼩⽚も少なくなり、サラサラした鮮明な漿液性の⾎液になってくる。炎症の程度やポ

ケットの深さ、⻭⽯の硬さや量などによって異なる。 

 


